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1. はじめに 

半導体量子ドット(QD)は，励起子再結合

による狭い発光スペクトルを有し，その発

光波長は量子サイズ効果によって自在に制

御することが可能である．これらの特徴に

より，QD は，発光ダイオードや青色 LED
励起による波長変換デバイスなど，様々な

用途のために開発されている．現在，この

ような用途には，CdSe 系 QD 材料が蛍光体

として一般的に使用されているが，有害な

カドミウムを含まない代替材料が強く望ま

れている．本研究では，混晶系半導体で観

測される大きなバンドギャップボーイング

に着目した．カドミウムを含まない II-VI
族 QD 蛍光体として，Zn(Te1-xSex)について

有限深さの閉じ込めによる有効質量近似を

用いて QD のサイズおよび組成に対する光

学的ギャップを計算し，緑色蛍光体を設計

した．[1] 次に，Zn(Te1-xSex)混晶 QD を合

成し，その光学特性を調べた． 

2. 実験方法 

ホットソープ法によって，Zn（Te1-xSex）

混晶 QD を合成した．原料溶液の組成を制御

して広範囲の組成で QD を得ることができ

た．QD 粒子径は XRD ピークの FWHM から

の算出，または TEM 像から求めた．光吸収

スペクトルより得られる光吸収端より光学

ギャップ求めた．混晶 QD の組成は，XRD
から算出した格子定数を用いてベガード測

より求めた．  

3. 結果と考察 

Fig.1 は，粒子径 d= 4.0±0.1 nm の Zn
（Te1-xSex）混晶 QD の組成 x と光学ギャッ

プの関係を示す．計算より求めた結果と良

い一致を示し，バルク Zn（Te1-xSex）と同等

のボーイング特性を示すことが確認できた．

また，光学ギャップが最小となる組成

x=0.39±0.2 において，粒子径 d=3.5~6.3 nm
の QD を合成したところ，その光学ギャッ

プは 2.32〜2.51eV の範囲で変化し，緑色光

(2.33eV)をカバーすることがわかった． 
以上の結果より，Zn（Te1-xSex）混晶 QD

が緑色発光を示す QD 蛍光体として有望な

材料であることが明らかとなった． 

 
Fig.1 Optical gap of QDs with diameters of 
4.0±0.1 nm as a function of the composition, x.  
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